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みなさまは上の画像の書体に見覚えはあるでしょうか。これらは、昭和

から平成にかけて書籍、マンガ、広告などの誌面や画面を彩った、株式

会社写研が開発した書体です。実は、写研書体はこれまで写研の写真

植字機でのみ使用可能で、現在主流となっているDTPの環境では使う

ことができませんでした。そのため長年にわたり、多くのファンから

OpenTypeフォント化を望む声が上がっていました。

本号では、2024年秋よりみなさまに一部お使いいただける「写研フォ

ント」について特集します。

モリサワと写研

なぜモリサワが写研のフォントをリリースすることになったのでしょうか。

話は100年前に遡ります。

1924年、モリサワの創業者・森澤信夫と、株式会社写研の創業者・

石井茂吉氏は、邦文写真植字機の特許を共同で申請しました。写真植

字機とは、写真の原理を使って文字組みをする機械のことです。文字の

大きさとデザインの数だけ活字を必要とする活版印刷が主流だった当時

にこの発明は画期的で、日本の文字と印刷業界の歴史を変えたできご

とでした。しかしその後、森澤信夫は株式会社モリサワを、石井茂吉氏

は株式会社写研を立ち上げ、各々の道を進みます。

さらに時を経て、改めて2社で対話を重ねる中、文字文化の継承とい

う共通の思いが合致し、2021年には今後も写研書体が広く利用される

ようOpenTypeフォント化に取り組むことで合意しました。

「改刻フォント」と「写研クラシックス」

2024年に提供するフォントは合計43フォント。これらのフォント提供に

あたり、書体の性質にあわせ2種類の開発アプローチを採用しました。

 ◎改刻フォント
「石井明朝」「石井明朝オールドスタイルかな」「石井ゴシック」の3ファ

ミリーをリリースします。

これらのファミリーの元となった「石井明朝」「石井明朝オールドスタイ

ル大がな」「石井ゴシック」は、いずれも写植時代を代表する本文向け書

体です。1970年～90年代の雑誌や広告では、本文やコピーなどに用い

られ、その優美さ、完成度の高さが賞賛されました。これを受け継ぎ、「石

井明朝・石井ゴシック」ファミリーのOpenTypeフォント化には「改刻」と

呼ばれるアプローチを採用しました。「改刻」では、写植時代のデザイン

を参考にしつつ、現代の環境や用途に適した書体として新規にデザイン

し直すことで、より成熟度を高めました。これによって、改刻された「石井

明朝・石井ゴシック」ファミリーは、本文書体として幅広い用途でお使い

いただけるデザインを目指しています。

改刻フォント ラインナップ

モリサワは、株式会社写研との共同事業として写研書体のOpenTypeフォント開発を
進めており、2024年から数年かけて合計100フォントのリリースを予定しています。

写真植字の歴史についてのセミナーレポートです 改刻フォントの開発秘話を詳しくご紹介しています

【前編】 日本語デザインを変えた技術　
発明100年に1から知りたい「写植」の話
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写研書体の開発プロジェクト 
“至誠通天” 受け継がれる石井書体

懐かしい、あの書体が“フォント”に？

「写研フォント」開発プロジェクト



 ◎写研クラシックス
「石井明朝・石井ゴシック」が写研を代表する本文書体である一方、

写研書体には個性的な見出し向けの書体も数多く存在しています。こう

した書体をOpenTypeフォント化するにあたっては、「石井明朝・石井ゴ

シック」とは異なるアプローチを模索しました。ここでは、そのアプローチ

を採用したフォントを「写研クラシックス」と呼びます。

現代の用途や環境にあわせて新規にデザインした「石井明朝・石井

ゴシック」ファミリーとは異なり、個性の豊かさが特徴となる写研クラシッ

クスではオリジナルのデザインをできるだけそのまま残すアプローチを採

用しました。

写研クラシックスの開発は、写研にてOpenTypeフォントのベースとな

るアウトラインを作成するところから始まります。実は、写植時代も後期に

なると技術が発達し、デジタルのアウトラインを印字する形での文字組み

が実現されていたため、多くの書体はそのアウトラインを元にOpenType

フォントを開発しています。しかし、そのまま使えるケースばかりではなく、当

時の技術的な制約に由来する曲線のガタ付きを解消する必要がありま

した。まず写研にて1書体ずつアウトラインを滑らかに調整したほか、一

部書体のかなは、写植時代のデジタルアウトラインではなく、さらにその

元になった手書きの原図にまで立ち戻って、アウトラインを作成しました。

さらに、今回写研クラシックスとしてリリースするものの中には、ベースと

するアウトラインがないものもありました。そういった書体は手書き原図

を元に、写研担当者が一文字一文字アウトライン化しました。

そして、出来上がったアウトラインをモリサワが受け取り、OpenType

フォント化するにあたって不足している文字の作成や、既存の文字の調

整をしました。新規作成と調整が必要な文字は、１書体あたり数百文字

にのぼり、その種類も書体ごとにそれぞれ異なります。各書体が持つコ

ンセプトやデザインを損ねないように調整を行います。

こうして必要な文字を揃えて、そのアウトラインを元にモリサワのエンジ

ニアがOpenTypeフォントを作成しています。

フォントメニュー名 文字セット ウエイト表記 文字詰め情報

改刻フォント A P-SKから始まる StdN 新規に設定 プロポーショナルメトリクス・カーニング情報あり

写研クラシックス A-SKから始まる Min2※ 写植時代の写研書体を原則踏襲 一部書体でプロポーショナルメトリクス情報あり

写研クラシックス ラインナップ
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お問い合わせ・ご要望は　コーポレート・ブランディング部広報宣伝課 E-mail: pr@morisawa.co.jp

WebサイトでのMorisawa Magazine閲覧は　www.morisawa.co.jp/about/morisawa-news

デジタルブック「Catalog Pocket（カタログポケット）」にて
過去のMorisawa Magazineを配信中です。このアイコン⭢
がある記事には、誌面未掲載の画像などが追加されています！

業界初！？ フォント擬人化コメディ漫画！
Webコミックサイト「ヤングエースUP」にて無料掲載中！

●今号のフォント 本文：石井ゴシック R、UD新ゴNT（AP版） L / R / DB
見出し：ゴーシャ E 、石井ゴシック EB、ナール E、見出ゴMB31、UD新ゴ

（AP版） DB

新書体なのに懐かしい！ 
2024年リリース予定 写研フォントのご紹介

提供開始日など
最新情報はこちら

 ◎仕様について

※Adobe-Japan1に準拠するサブセットを採用し、4,833文字を収録したモリサワ独自の文字セットです。
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